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記
紀
神
話
の
受
容
，
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
神
田
血
！、
城
　
前
章
ま
で
、
出
雲
国
風
土
記
の
記
述
が
、
記
紀
神
話
に
記
さ
れ
た
出
雲
に
関
わ
る
事
ど
も
の
中
で
、
出
雲
に
と
っ
て
「
都
合
が
良
い
事
柄
－
正
の
面
i
」
は
生
か
し
て
い
る
事
を
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
記
紀
神
話
と
出
雲
国
風
土
記
と
に
共
通
す
る
記
載
内
容
を
検
討
し
て
得
ら
れ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
逆
に
両
者
の
間
で
通
い
合
わ
な
い
と
思
わ
れ
る
事
柄
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
5
　
「
負
」
の
面
か
ら
ー
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
系
譜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
　
記
紀
神
話
の
中
で
、
出
雲
に
深
い
関
わ
り
を
も
っ
て
登
場
す
る
神
に
、
前
稿
（
「
記
紀
神
話
の
受
容
H
」
）
で
見
た
オ
ホ
ナ
ム
チ
と
共
に
も
う
一
柱
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
あ
る
。
　
即
ち
記
紀
に
共
通
し
て
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
・
ッ
ク
ヨ
ミ
と
共
に
最
も
す
ぐ
れ
た
神
（
古
事
記
に
謂
わ
ゆ
る
三
貴
子
）
と
し
て
誕
生
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
父
神
イ
ザ
ナ
キ
に
託
さ
れ
た
領
域
を
統
治
す
る
こ
と
も
せ
ず
、
為
に
イ
ザ
ナ
キ
に
よ
り
、
根
の
国
へ
と
逐
わ
れ
、
更
に
加
え
て
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
領
す
る
天
上
界
で
乱
暴
狼
籍
を
は
た
ら
き
、
天
上
界
か
ら
も
追
放
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
父
と
姉
か
ら
重
ね
て
追
放
さ
れ
た
身
が
、
根
の
国
へ
赴
く
途
上
と
い
う
と
こ
ろ
で
展
開
さ
れ
る
の
が
、
出
雲
に
於
け
る
、
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
退
治
を
中
心
と
し
た
、
ス
サ
ノ
ヲ
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
出
雲
国
風
土
記
に
も
・
ス
サ
ノ
ヲ
の
関
わ
る
伝
承
は
、
他
の
神
々
に
比
し
て
少
な
か
ら
ず
録
さ
れ
て
い
る
。
ス
サ
ノ
ヲ
自
身
に
関
わ
る
記
事
四
条
、
御
子
神
の
名
を
記
す
も
の
八
条
と
い
う
の
は
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
（
圧
倒
的
に
多
い
）
を
別
格
と
し
て
、
当
国
風
土
記
一1
の
中
で
は
抜
き
ん
出
た
数
と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
ス
サ
ノ
ヲ
の
場
合
、
前
章
ま
で
に
見
た
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
場
合
と
は
異
っ
て
、
そ
れ
ら
の
記
事
内
容
は
、
記
紀
に
描
か
れ
た
ス
サ
ノ
ヲ
が
、
出
雲
世
界
に
関
わ
っ
て
果
す
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
於
て
、
ほ
と
ん
ど
呼
応
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
　
実
は
こ
の
点
が
、
従
来
は
記
紀
と
出
雲
国
風
土
記
と
の
相
違
と
し
て
強
調
も
さ
れ
、
論
議
を
呼
ん
で
も
い
た
わ
け
だ
が
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
記
紀
に
於
け
る
役
割
は
、
出
雲
の
側
に
立
つ
な
ら
ば
決
し
て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
こ
に
、
出
雲
国
風
土
記
に
「
書
か
れ
な
か
っ
た
（
呼
応
す
る
記
述
が
な
い
）
」
理
由
が
あ
る
と
考
え
る
。
　
ま
ず
記
紀
神
話
の
中
で
、
出
雲
と
い
う
領
域
と
ス
サ
ノ
ヲ
と
の
あ
り
方
を
見
た
時
に
、
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
数
え
る
事
が
で
き
る
の
は
、
系
譜
的
な
面
に
於
け
る
位
置
づ
け
で
あ
る
。
　
即
ち
、
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
を
退
治
し
た
後
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
救
っ
た
ク
シ
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
と
結
婚
し
、
そ
の
結
び
つ
き
か
ら
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
生
ま
れ
る
事
に
な
る
。
2
素
莞
鳴
尊
、
勅
し
て
曰
は
く
、
「
若
し
然
ら
ば
、
汝
、
當
に
女
（
1
ー
ク
シ
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
）
を
以
て
吾
に
奉
れ
む
や
」
と
の
た
ま
ふ
。
対
へ
て
日
さ
く
、
「
勅
の
随
に
奉
る
」
と
ま
う
す
。
（
以
下
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
退
治
ー
略
）
然
し
て
後
に
、
行
き
つ
つ
婚
せ
む
庭
を
覚
ぐ
。
遂
に
出
雲
の
清
地
に
到
り
ま
す
。
乃
ち
言
ひ
て
日
は
く
、
「
吾
が
心
清
清
し
」
と
の
た
ま
ふ
。
（
割
注
－
略
）
彼
庭
に
宮
を
建
つ
。
（
割
注
－
略
）
乃
ち
相
与
に
遙
合
し
て
、
児
大
己
貴
神
を
生
む
。
（
日
本
書
紀
第
八
段
本
文
）
素
菱
鳴
尊
、
天
よ
り
し
て
出
雲
の
簸
の
川
上
に
降
到
り
ま
す
。
則
ち
稲
田
宮
主
管
狭
之
八
箇
耳
が
女
號
は
稲
田
媛
を
見
し
て
、
乃
ち
奇
御
戸
に
起
し
て
生
め
る
児
を
、
清
の
湯
山
主
三
名
狭
漏
彦
八
嶋
篠
と
號
く
。
（
中
略
）
此
の
神
の
五
世
の
孫
は
、
即
ち
大
国
主
神
な
り
。
（
同
右
一
書
第
一
）
素
菱
鳴
尊
、
安
芸
国
の
可
愛
の
川
上
に
下
り
到
り
ま
す
。
彼
庭
に
神
有
り
。
名
を
ば
脚
摩
手
摩
と
日
ふ
。
其
の
妻
の
名
を
ば
稲
田
宮
主
篭
狭
之
八
箇
耳
と
日
ふ
。
此
の
神
正
に
姐
身
め
り
。
　
（
以
下
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
退
治
－
略
）
是
の
後
に
、
稲
田
宮
主
管
狭
之
八
箇
耳
が
生
め
る
児
真
髪
触
奇
稲
田
媛
を
以
て
、
出
雲
国
の
簸
の
川
上
に
遷
し
置
ゑ
て
、
長
養
す
。
然
し
て
後
に
、
素
菱
鳴
尊
、
妃
と
し
た
ま
ひ
て
、
生
ま
せ
た
ま
へ
る
児
の
六
世
の
孫
、
是
を
大
己
貴
命
と
日
す
。
（
同
右
一
書
第
二
）
速
須
佐
之
男
命
、
其
の
老
夫
に
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
是
の
汝
の
女
を
ば
吾
に
奉
ら
む
や
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
し
に
、
（
中
略
）
足
名
椎
手
名
椎
神
、
「
然
坐
さ
ば
恐
し
。
立
奉
ら
む
。
」
と
日
し
き
。
（
以
下
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
退
治
i
略
）
故
是
を
以
ち
て
其
の
速
須
佐
之
男
命
、
宮
造
作
る
べ
き
地
を
出
雲
に
求
ぎ
た
ま
ひ
き
。
（
中
略
）
故
、
其
の
櫛
名
田
比
売
を
以
ち
て
、
久
美
度
遍
起
し
て
生
め
る
神
の
名
は
、
八
島
士
奴
美
神
と
謂
ふ
。
（
中
略
）
八
島
士
奴
美
神
、
大
山
津
見
神
の
女
、
名
は
木
花
知
流
比
売
を
嬰
し
て
生
め
る
子
は
、
布
波
能
母
遅
久
奴
須
奴
神
。
此
の
神
、
遽
迦
美
神
の
女
、
名
は
日
河
比
売
を
嬰
し
て
生
め
る
子
は
、
深
淵
之
水
夜
礼
花
神
。
此
の
神
、
天
之
都
度
閑
知
泥
神
を
婆
し
て
生
め
る
子
は
、
汲
美
豆
奴
神
。
此
の
神
、
布
怒
豆
怒
神
の
女
、
名
は
布
帝
耳
神
を
婆
し
て
生
め
る
子
は
、
天
之
冬
衣
神
。
此
の
神
、
刺
国
大
神
の
女
、
名
は
刺
国
若
比
売
を
婆
し
て
生
め
る
子
は
、
大
国
主
神
。
（
古
事
記
）
　
こ
の
よ
う
に
、
伝
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
相
違
を
見
せ
て
い
る
も
の
の
、
記
紀
の
各
所
伝
で
は
、
明
瞭
に
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
オ
ホ
ナ
ム
チ
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3
タ
テ
の
関
係
（
直
系
）
に
系
譜
づ
け
て
話
を
展
開
さ
せ
て
い
る
。
　
ま
た
、
こ
れ
は
後
で
取
り
上
げ
る
が
、
古
事
記
に
は
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
ス
サ
ノ
ヲ
の
娘
ス
セ
リ
ビ
メ
を
正
妻
と
す
る
事
も
見
え
て
い
る
。
　
一
方
、
神
の
系
譜
と
い
う
点
に
つ
い
て
出
雲
国
風
土
記
の
記
事
を
見
る
と
、
神
々
相
互
の
親
子
関
係
、
ま
た
婚
姻
関
係
に
触
れ
た
記
述
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
4
は
か
な
り
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
親
子
関
係
を
加
藤
義
成
氏
が
図
式
化
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
の
で
、
左
に
掲
げ
て
み
よ
う
。
8
神
魂
伊
　
弊
　
奈
　
枳
命
i
命
1
ー
支
佐
加
比
売
命
－
八
尋
鉾
長
依
日
子
命
－
宇
武
加
比
売
命
－
天
御
鳥
命
－
天
津
枳
値
可
美
高
日
子
命
　
　
　
　
（
薦
枕
志
津
沼
値
）
1
綾
門
日
女
命
ー
真
玉
著
玉
之
邑
日
女
命
－
熊
野
加
武
呂
乃
命
　
　
　
　
　
（
熊
野
大
神
命
）
ー
都
久
豆
美
命
　八
　束
　水
憲臣
蓋津
響
）牟
須
＿佐神須須須須
程難駐之
孕響衰平鳥
命命命命命
）命　　　　　1
須意　　　　　　所
支　　葵
義都天繍下
．k穴奨神璽
為鴫擁
　命命遡蟹命
　　l　　　　　　　I
1
衝
柞
等
番
留
比
古
命
i
磐
坂
日
子
命
ー
都
留
支
日
子
命
－
国
忍
別
命
－
八
野
若
日
女
命
－
和
加
須
勢
理
比
売
命
－
青
幡
佐
草
丁
壮
命
　
　
　
（
青
幡
佐
久
佐
日
古
命
）
　
赤
裳
伊
努
意
保
須
美
比
古
佐
倭
気
能
命
　
　
（
赤
裳
伊
濃
意
保
須
美
比
古
佐
和
気
能
命
）
1
山
代
日
子
命
鍵
羅
古
命
⊥
目
鑓
鹸
命
－
和
加
布
都
努
志
命
i
阿
陀
加
夜
努
志
多
伎
吉
比
売
命
　
　
偉
都
久
辰
為
命
t
奴
奈
宜
波
比
売
命
命
ー
宇
能
遅
比
古
命
　　　一　　4一
出
雲
国
風
土
記
か
ら
は
、
こ
れ
だ
け
の
系
譜
（
婚
姻
関
係
を
除
い
た
、
親
子
関
係
を
示
す
も
の
）
が
復
元
で
き
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
、
記
紀
に
示
さ
れ
た
如
き
ス
サ
ノ
ヲ
と
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
タ
テ
（
直
系
）
の
関
係
に
つ
い
て
見
る
と
、
そ
の
事
を
示
唆
す
る
よ
う
な
要
素
が
こ
こ
に
は
全
く
な
い
。
　
即
ち
、
日
本
書
紀
の
本
文
と
い
う
重
要
な
所
伝
に
あ
っ
て
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
オ
ホ
ナ
ム
チ
は
親
子
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
風
土
記
記
事
に
ス
サ
ノ
ヲ
の
子
で
あ
る
事
が
示
さ
れ
て
い
る
神
は
七
種
の
多
き
を
数
え
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
中
に
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
名
は
な
い
。
た
だ
し
、
書
紀
の
一
書
及
び
古
事
記
の
如
き
、
両
神
の
間
に
数
世
代
を
経
た
よ
う
な
タ
イ
プ
と
い
う
事
で
見
比
べ
る
な
ら
、
風
土
記
の
書
き
よ
う
か
ら
し
て
ヌ
ナ
ガ
ハ
ヒ
メ
や
ヤ
ム
ヤ
ピ
コ
等
の
事
例
の
如
く
、
三
代
く
ら
い
を
示
す
の
が
限
度
ら
し
く
、
そ
う
と
す
れ
ば
、
風
土
記
紙
上
に
表
わ
れ
て
い
な
い
の
は
当
然
と
も
言
え
る
。
　
し
か
し
仮
に
、
出
雲
国
風
土
記
編
纂
作
業
周
辺
の
入
々
が
、
日
本
書
紀
本
文
よ
り
古
事
記
の
記
述
を
重
視
、
な
い
し
は
古
事
記
の
よ
う
に
幾
世
代
か
を
経
た
と
い
う
タ
イ
プ
の
も
の
を
認
め
て
い
た
と
し
て
、
例
え
ば
古
事
記
に
は
、
具
体
的
に
ス
サ
ノ
ヲ
と
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
間
を
継
ぐ
べ
き
神
々
の
名
が
、
い
ち
い
ち
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
書
紀
の
一
書
を
見
る
に
、
一
書
第
二
に
見
え
る
ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
　
　
　
　
　
ヤ
　
シ
マ
シ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
シ
マ
シ
　
ヌ
　
ミ
の
名
「
ー
八
嶋
篠
」
は
、
古
事
記
の
系
譜
に
八
島
士
奴
美
神
と
あ
る
ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
神
と
同
神
と
し
て
良
く
、
更
に
、
一
書
第
四
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
ノ
　
フ
ユ
キ
ヌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
ノ
　
ブ
キ
ネ
ス
サ
ノ
ヲ
の
五
世
の
子
孫
と
し
て
、
古
事
記
系
譜
の
ヤ
シ
マ
シ
ヌ
ミ
か
ら
数
え
て
五
番
目
に
当
る
天
之
冬
衣
神
を
思
わ
せ
る
、
天
之
葺
根
神
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
事
例
か
ら
す
れ
ば
、
書
紀
の
一
書
に
「
オ
ホ
ナ
ム
チ
を
ス
サ
ノ
ヲ
の
⊥
ハ
世
の
孫
」
と
し
て
い
る
背
　
　
　
注
5
後
に
も
、
古
事
記
に
示
さ
れ
た
系
譜
の
如
き
も
の
の
存
在
を
想
定
し
て
良
か
ろ
う
。
　
そ
こ
で
こ
の
古
事
記
の
系
譜
を
見
る
と
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
（
1
1
大
国
主
神
）
の
二
代
前
に
オ
ミ
ヅ
ノ
（
瀕
美
豆
奴
）
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ミ
ヅ
　
ノ
こ
の
オ
ミ
ヅ
ノ
は
、
出
雲
国
風
土
記
に
有
名
な
「
国
引
き
」
の
神
で
あ
る
オ
ミ
ヅ
ノ
（
八
束
水
臣
津
野
命
）
と
名
を
同
じ
く
し
て
い
る
わ
け
で
、
同
神
は
当
国
風
土
記
に
あ
っ
て
有
力
な
神
の
う
ち
の
一
柱
で
、
そ
の
名
も
何
度
も
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ス
サ
ノ
ヲ
か
ら
オ
ホ
ナ
ム
チ
に
至
る
系
譜
の
全
て
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
オ
ミ
ヅ
ノ
か
ら
オ
ホ
ナ
ム
チ
へ
の
連
な
り
ぐ
ら
い
は
、
風
土
記
で
記
す
事
の
で
き
る
範
囲
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
そ
れ
も
全
く
見
ら
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
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つ
ま
り
こ
こ
に
、
少
く
と
も
出
雲
国
風
土
記
の
記
述
に
は
、
記
紀
的
な
世
界
に
構
築
さ
れ
た
如
き
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
オ
ホ
ナ
ム
チ
を
タ
テ
に
結
ぶ
系
譜
関
係
を
類
推
さ
せ
る
よ
う
な
要
素
が
見
出
だ
せ
な
い
と
い
う
事
実
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
記
紀
的
に
構
築
さ
れ
た
神
話
世
界
を
出
雲
国
風
土
記
の
側
が
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
、
と
い
う
事
は
、
前
稿
に
述
べ
た
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
神
話
世
界
に
あ
っ
て
、
決
し
て
軽
く
な
い
と
思
わ
れ
る
（
後
述
）
「
ス
サ
ノ
ヲ
か
ら
オ
ホ
ナ
ム
チ
」
へ
と
結
ば
れ
た
タ
テ
の
系
譜
関
係
に
顧
慮
し
て
い
な
い
と
い
う
の
は
、
あ
や
し
む
べ
き
一
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
例
え
ば
、
前
稿
で
見
た
ア
メ
ノ
ホ
ヒ
の
記
載
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
わ
け
で
、
そ
れ
に
対
し
て
こ
こ
の
場
合
な
ど
、
神
の
名
を
記
す
一5
の
に
、
「
○
○
神
の
御
子
」
と
す
る
形
式
が
、
当
国
風
土
記
で
は
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
記
述
と
し
て
存
在
す
る
の
だ
か
ら
、
風
土
記
編
纂
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
者
の
側
に
そ
の
気
さ
え
あ
れ
ば
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
名
を
何
度
か
記
す
、
そ
の
ど
こ
か
に
「
ス
サ
ノ
ヲ
の
御
子
」
、
あ
る
い
は
「
オ
ミ
ヅ
ノ
の
御
子
ア
メ
ノ
ブ
ユ
キ
ヌ
の
御
子
」
と
い
っ
た
文
言
を
添
え
る
事
は
、
容
易
い
わ
ざ
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
が
、
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な
記
述
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
　
総
じ
て
、
風
土
記
に
見
ら
れ
る
如
き
、
神
々
の
親
ヱ
・
関
係
な
ど
は
、
神
の
信
仰
圏
、
ま
た
そ
の
神
を
奉
祭
す
る
集
団
の
勢
力
の
拡
が
り
と
い
っ
た
も
の
の
反
映
と
し
て
解
さ
れ
る
わ
け
で
、
そ
の
限
り
で
は
、
当
国
風
土
記
の
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
あ
り
よ
う
も
、
そ
の
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
っ
て
「
実
際
に
出
雲
で
は
そ
う
な
っ
て
い
た
」
と
し
て
、
殊
更
に
あ
や
し
む
べ
き
筋
合
い
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
記
紀
神
話
の
展
開
の
中
に
於
け
る
「
出
雲
」
と
い
う
領
域
の
あ
り
方
、
ス
サ
ノ
ヲ
・
オ
ホ
ナ
ム
チ
両
神
の
果
す
役
割
の
重
要
さ
、
加
え
て
何
度
も
繰
り
返
す
が
、
前
稿
で
述
べ
た
如
く
、
出
雲
国
風
土
記
の
記
述
に
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
に
つ
い
て
、
あ
る
部
分
で
は
、
記
紀
的
な
世
界
に
示
さ
れ
た
も
の
を
取
り
込
ん
で
い
る
事
が
見
て
取
れ
る
事
な
ど
を
総
合
し
て
見
る
な
ら
ば
、
そ
の
出
雲
国
風
土
記
の
記
述
が
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
出
自
に
つ
い
て
、
ス
サ
ノ
ヲ
に
発
す
る
事
が
記
紀
に
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
に
対
し
て
全
く
関
心
を
払
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
に
は
、
も
っ
と
注
意
を
向
け
て
良
い
だ
ろ
う
。
　
そ
し
て
実
は
、
同
じ
よ
う
な
事
は
ま
た
ス
サ
ノ
ヲ
に
つ
い
て
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
ス
サ
ノ
オ
が
イ
ザ
ナ
キ
の
子
で
あ
る
事
も
、
記
紀
的
世
界
で
は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
違
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
も
、
出
雲
国
風
土
記
に
イ
ザ
ナ
キ
の
御
子
神
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
に
拘
ら
ず
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
の
関
係
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
　
い
っ
た
い
に
、
記
紀
的
な
神
話
世
界
の
展
開
は
、
イ
ザ
ナ
キ
ー
ス
サ
ノ
ヲ
ー
オ
ホ
ナ
ム
チ
と
い
う
系
譜
を
軸
と
し
て
、
国
土
創
造
1
高
天
原
世
界
－
出
雲
世
界
、
更
に
天
孫
降
臨
へ
と
進
行
し
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
三
神
の
タ
テ
の
系
譜
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
を
つ
な
ぐ
も
の
と
な
っ
て
い
る
、
記
紀
神
話
の
骨
格
を
な
す
と
言
っ
て
も
良
い
ほ
ど
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
そ
れ
で
は
、
こ
の
記
紀
に
構
築
さ
れ
た
三
神
の
関
係
を
、
出
雲
の
側
に
立
っ
て
見
た
な
ら
ば
ど
う
だ
ろ
う
か
。
　
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
、
「
国
を
作
っ
た
偉
大
な
神
」
と
し
て
あ
る
事
は
既
に
見
た
。
そ
れ
に
対
し
て
ス
サ
ノ
ヲ
が
、
記
紀
に
あ
っ
て
い
か
な
る
立
場
に
あ
る
か
と
言
え
ば
、
は
じ
め
に
触
れ
た
如
く
、
二
重
に
逐
わ
れ
た
者
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
別
稿
に
て
、
記
紀
の
ス
サ
ノ
ヲ
に
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
注
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い
て
、
次
の
如
く
論
じ
た
。
一6一
　
即
ち
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
親
神
か
ら
命
じ
ら
れ
た
領
域
の
支
配
に
赴
か
ず
、
ひ
た
す
ら
に
実
き
わ
め
き
（
日
本
書
紀
第
五
段
一
書
第
六
と
古
事
記
は
、
そ
の
理
由
を
亡
母
を
慕
っ
て
の
事
と
す
る
）
、
そ
の
結
果
と
し
て
山
々
の
木
々
は
枯
れ
、
河
海
の
水
は
干
上
る
と
い
う
、
自
然
の
秩
序
の
破
壊
を
惹
き
起
こ
し
て
親
神
の
怒
り
を
か
い
、
根
の
国
へ
追
放
さ
れ
る
。
　
更
に
、
根
の
国
へ
の
途
次
、
天
上
界
へ
登
り
行
き
数
々
の
乱
暴
を
は
た
ら
い
て
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
天
の
岩
戸
隠
れ
を
惹
き
起
こ
す
。
　
　
天
照
大
神
、
天
狭
田
・
長
田
を
以
て
御
田
と
し
た
ま
ふ
。
時
に
素
菱
鳴
尊
、
春
は
重
播
種
子
、
且
畔
鍛
す
。
秋
は
天
斑
駒
を
放
ち
て
、
田
の
中
　
　
に
伏
す
。
後
天
照
大
神
の
新
嘗
し
め
す
時
を
見
て
、
則
ち
陰
に
新
宮
に
放
尿
。
又
天
照
大
神
の
方
に
神
衣
を
織
り
つ
つ
斎
服
殿
に
居
し
ま
す
と
　
　
見
て
、
則
ち
天
斑
駒
を
剥
ぎ
て
、
殿
の
麗
を
穿
ち
て
投
げ
納
る
。
是
の
時
に
、
天
照
大
神
驚
動
き
た
ま
ひ
て
、
稜
を
以
て
身
を
傷
ま
し
む
。
此
　
　
に
由
り
て
、
発
怪
ま
し
て
、
乃
ち
天
石
窟
に
入
り
ま
し
て
、
磐
戸
を
閉
し
て
幽
り
居
し
ぬ
。
故
、
六
合
の
内
常
闇
に
し
て
、
昼
夜
の
相
代
も
知
　
　
ら
ず
。
　
（
日
本
書
紀
本
文
）
　
こ
こ
に
見
る
如
く
、
天
上
界
で
の
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
　
　
○
　
文
化
的
秩
序
を
乱
す
（
農
耕
の
妨
害
・
機
織
の
妨
害
）
　
　
○
神
聖
な
も
の
を
穂
す
（
新
嘗
の
妨
害
・
ま
た
機
織
も
こ
の
場
合
神
聖
な
行
為
で
あ
る
）
　
　
○
　
統
治
者
を
一
時
的
引
退
に
追
い
込
み
、
社
会
的
な
秩
序
を
乱
す
と
い
っ
た
行
動
の
故
に
、
天
上
界
か
ら
追
放
さ
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
存
在
・
行
為
の
全
て
が
、
あ
ら
ゆ
る
秩
序
の
破
壊
者
で
あ
り
、
そ
し
て
二
重
に
追
放
さ
れ
た
者
で
も
あ
っ
た
。
　
追
放
と
は
、
そ
の
属
す
る
世
界
か
ら
の
離
別
、
も
し
く
は
分
離
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
創
造
神
で
あ
る
親
神
か
ら
追
放
さ
れ
た
の
は
親
神
の
造
り
出
し
た
世
界
秩
序
の
維
持
に
与
る
べ
き
三
貴
子
の
一
と
し
て
生
れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
本
来
あ
る
べ
き
世
界
か
ら
離
別
さ
れ
、
切
り
放
さ
れ
た
存
在
と
な
っ
た
と
い
う
事
で
あ
る
。
同
時
に
、
そ
の
ス
サ
ノ
ヲ
の
行
く
べ
き
所
で
あ
る
所
か
ら
し
て
根
の
国
も
ま
た
、
世
界
秩
序
の
婚
外
に
あ
る
も
の
、
つ
ま
り
創
造
神
の
生
み
な
し
た
世
界
と
は
断
絶
し
た
領
域
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
。
日
本
書
記
の
一
書
や
古
事
記
に
、
亡
母
を
慕
っ
た
と
あ
る
の
な
ど
は
、
そ
の
母
に
当
る
イ
ザ
ナ
ミ
が
、
こ
の
種
の
伝
承
の
中
で
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
出
生
時
に
は
概
に
イ
ザ
ナ
キ
の
世
界
へ
の
敵
対
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
事
か
ら
す
れ
ば
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
出
生
の
当
初
か
ら
、
明
瞭
に
反
イ
ザ
ナ
キ
（
反
世
界
）
的
資
質
を
示
し
て
い
た
事
に
な
る
。
　
更
に
念
の
入
っ
た
こ
と
に
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
天
上
界
か
ら
も
離
別
さ
れ
て
い
る
。
無
論
、
親
神
の
設
定
し
た
三
界
の
ど
こ
に
も
居
場
所
は
無
い
わ
け
だ
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
を
追
放
し
た
親
神
（
黄
泉
国
の
伝
承
を
含
む
所
伝
で
は
イ
ザ
ナ
キ
の
み
）
が
天
上
界
に
属
す
る
事
を
も
併
せ
考
え
れ
ば
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
世
界
の
う
ち
で
も
殊
に
「
天
上
界
」
と
全
く
相
容
れ
な
い
存
在
と
な
っ
た
事
に
な
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
が
そ
の
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
天
上
界
か
ら
根
の
国
へ
の
途
次
、
い
っ
た
ん
出
雲
の
地
へ
降
っ
て
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
を
退
治
し
、
そ
こ
で
救
っ
た
女
性
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
と
結
婚
し
て
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
生
す
。
そ
し
て
、
各
所
伝
ご
と
に
様
々
な
異
同
は
あ
る
が
、
記
紀
の
全
て
に
共
通
し
て
、
天
7
孫
が
降
る
べ
き
地
の
平
定
の
時
、
そ
の
交
渉
相
手
が
専
ら
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
こ
の
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
地
上
国
土
の
頭
領
と
し
て
の
位
置
を
占
め
た
と
解
せ
る
。
即
ち
こ
こ
で
地
上
国
土
は
、
全
て
の
秩
序
か
ら
は
み
出
し
、
就
中
天
上
界
と
は
相
容
れ
な
い
存
在
で
あ
る
「
秩
序
の
破
壊
者
ス
サ
ノ
ヲ
」
の
血
筋
に
よ
っ
て
、
代
表
さ
れ
る
領
域
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
記
紀
的
世
界
に
あ
っ
て
は
「
好
も
し
か
ら
ぬ
存
在
」
と
し
て
追
い
払
わ
れ
た
者
で
あ
る
わ
け
で
、
従
っ
て
そ
の
世
界
で
の
オ
ホ
ナ
ム
チ
は
、
地
上
の
王
者
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
「
好
も
し
か
ら
ぬ
者
の
子
（
子
孫
）
」
と
い
う
事
に
な
る
。
さ
す
れ
ば
出
雲
に
と
っ
て
、
「
大
国
主
」
た
る
葦
原
中
つ
国
の
王
者
、
「
所
造
天
下
大
神
」
と
し
て
の
オ
ホ
ナ
ム
チ
像
こ
そ
は
歓
迎
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
「
追
い
払
わ
れ
た
者
」
の
血
筋
に
直
系
に
連
な
る
者
で
あ
る
と
い
う
事
は
、
決
し
て
あ
り
が
た
く
な
い
事
柄
と
見
る
事
が
で
き
よ
う
。
　
そ
し
て
こ
れ
は
更
に
湖
る
な
ら
ば
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
逐
わ
れ
る
者
と
な
っ
た
と
い
う
の
も
、
ま
ず
、
「
子
」
と
し
て
父
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
事
に
よ
っ
て
、
父
神
イ
ザ
ナ
キ
の
怒
り
を
か
っ
た
と
こ
ろ
箋
し
て
い
る
。
　
．
口
う
な
れ
ば
、
「
ス
サ
・
ヲ
が
イ
ザ
ナ
キ
の
子
一
と
し
て
生
ま
れ
た
」
と
こ
ろ
に
、
「
逐
わ
れ
る
者
ス
サ
ノ
ヲ
」
の
淵
源
が
あ
る
。
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結
局
の
と
こ
ろ
、
出
雲
の
側
に
立
っ
て
眺
め
た
場
合
、
記
紀
に
展
開
し
て
い
る
イ
ザ
ナ
キ
ー
ス
サ
ノ
ヲ
ー
オ
ホ
ナ
ム
チ
と
い
う
連
な
り
は
、
出
雲
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
神
で
あ
る
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
出
自
が
、
世
界
に
と
っ
て
好
も
し
く
な
い
と
こ
ろ
に
発
す
る
と
示
し
て
い
る
事
に
な
る
。
そ
こ
で
、
出
雲
国
風
土
記
の
編
纂
に
携
わ
っ
た
者
（
達
）
は
、
前
稿
に
見
た
如
く
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
地
上
国
土
の
支
配
者
で
あ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
は
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
こ
の
、
イ
ザ
ナ
キ
ー
ス
サ
ノ
ヲ
ー
オ
ホ
ナ
ム
チ
と
い
う
系
譜
に
つ
い
て
は
、
敢
え
て
記
述
の
上
に
反
映
さ
せ
る
事
を
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
　
再
び
繰
り
返
す
が
、
風
土
記
に
は
明
ら
か
に
記
紀
的
世
界
を
反
映
さ
せ
た
記
述
が
あ
り
、
か
つ
、
神
々
の
親
子
関
係
を
示
す
事
は
容
易
い
事
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
右
の
如
く
「
書
か
れ
て
い
な
い
事
」
に
大
き
な
意
味
を
見
出
だ
す
事
も
重
要
な
視
点
で
あ
ろ
う
。
6
「
正
」
と
「
負
」
の
は
ざ
ま
ー
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
ツ
マ
ド
ヒ
ー
前
章
で
は
、
記
紀
に
共
通
し
て
示
さ
れ
て
い
る
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
系
譜
を
取
り
上
げ
た
が
、
古
事
記
に
は
い
ま
一
種
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
関
わ
り
を
表
わ
す
記
事
が
あ
る
。
　
こ
れ
は
古
事
記
に
し
か
見
え
な
い
と
い
う
点
で
、
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
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出
雲
人
の
知
見
と
い
う
面
に
問
題
を
残
す
わ
け
だ
が
、
と
も
か
く
次
の
よ
う
に
記
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
サ
ノ
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
セ
リ
ビ
メ
　
（
オ
ヲ
ナ
ム
チ
が
）
須
佐
之
男
命
の
御
所
に
参
致
れ
ば
、
其
の
女
須
勢
理
毘
売
出
で
見
て
、
目
合
為
て
、
相
婚
ひ
た
ま
ひ
て
、
還
り
入
り
て
、
其
の
父
に
白
し
し
く
、
「
甚
麗
し
き
神
来
ま
し
つ
。
」
と
ま
を
し
き
。
爾
に
其
の
大
神
出
で
見
て
、
「
此
は
葦
原
色
許
男
と
謂
ふ
ぞ
。
」
と
告
り
た
ま
ひ
て
、
（
中
略
）
家
に
率
て
入
り
て
、
八
田
間
の
大
室
に
喚
び
入
れ
て
、
其
の
頭
の
郵
を
取
ら
し
め
た
ま
ひ
き
。
故
爾
に
其
の
頭
を
見
れ
ば
、
呉
公
多
な
り
き
。
是
に
其
の
妻
、
牟
久
の
木
の
実
と
赤
土
と
を
取
り
て
、
其
の
夫
に
授
け
つ
。
故
、
其
の
木
の
実
を
咋
ひ
破
り
、
赤
土
を
含
み
て
唾
き
出
し
た
ま
へ
ば
、
其
の
大
神
、
呉
公
を
咋
ひ
破
り
て
唾
き
出
す
と
以
為
ほ
し
て
、
心
に
愛
し
く
思
ひ
て
寝
ま
し
き
。
爾
に
其
の
神
の
髪
を
握
り
て
、
其
の
室
の
橡
毎
に
結
ひ
著
け
て
、
五
百
引
の
石
を
其
の
室
の
戸
に
取
り
塞
へ
て
、
其
の
妻
須
世
理
毘
売
を
負
ひ
て
、
即
ち
其
の
大
神
の
生
大
刀
と
生
弓
矢
と
、
及
其
の
天
の
詔
琴
を
取
り
持
ち
て
逃
げ
出
で
ま
す
時
、
其
の
天
の
詔
琴
樹
に
錦
れ
て
地
動
み
鳴
り
き
。
故
、
其
の
寝
ま
せ
る
大
神
、
聞
き
驚
き
て
、
其
の
室
を
引
き
捧
し
た
ま
ひ
き
。
然
れ
ど
も
縁
に
結
ひ
し
髪
を
解
か
す
間
に
、
遠
く
逃
げ
た
ま
ひ
き
。
爾
に
黄
泉
比
良
坂
に
追
ひ
至
り
て
、
遙
に
望
け
て
、
大
穴
牟
遅
神
を
呼
ば
ひ
て
謂
ひ
し
く
、
「
其
の
汝
が
持
て
る
生
大
刀
・
生
弓
矢
を
以
ち
て
、
汝
が
庶
兄
弟
を
ば
、
坂
の
御
尾
に
追
ひ
伏
せ
、
亦
河
の
瀬
に
追
ひ
機
ひ
て
、
意
礼
大
国
主
神
と
為
り
、
亦
宇
都
志
国
玉
神
と
為
り
て
、
其
の
我
が
女
須
世
理
毘
売
を
嫡
妻
と
為
て
、
宇
迦
能
山
の
山
本
に
、
底
津
石
根
に
宮
柱
布
刀
斯
理
、
高
天
の
原
に
氷
橡
多
迦
斯
理
て
居
れ
。
是
の
奴
。
」
と
い
ひ
き
。
故
、
其
の
大
刀
・
弓
を
持
ち
て
、
其
の
八
十
神
を
追
ひ
避
く
る
時
に
、
坂
の
御
尾
毎
に
追
ひ
伏
せ
、
河
の
瀬
毎
に
追
い
擾
ひ
て
、
始
め
て
国
を
作
り
た
ま
ひ
き
。
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即
ち
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
ス
サ
ノ
ヲ
の
娘
ス
セ
リ
ビ
メ
と
結
婚
し
た
事
に
な
っ
て
い
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
出
雲
国
風
土
記
の
記
述
か
ら
は
、
左
に
示
し
た
如
く
に
神
々
の
婚
姻
関
係
を
復
元
で
き
る
。
　
こ
れ
を
見
る
と
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
は
特
に
ツ
マ
ド
ブ
神
と
し
て
表
わ
れ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
中
で
も
最
後
の
例
　
（
神
門
郡
滑
狭
郷
条
に
ょ
る
）
は
、
求
婚
の
相
手
の
名
が
ワ
カ
ス
セ
リ
ヒ
メ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
父
が
ス
サ
ノ
ヲ
で
あ
っ
て
、
一
見
、
古
事
記
の
伝
え
る
と
こ
ろ
と
符
合
し
て
い
る
が
如
く
で
あ
る
。
　
以
上
が
両
書
に
表
わ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
ま
ず
、
右
に
引
用
し
た
古
事
記
記
載
の
伝
を
除
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
出
雲
国
風
土
記
の
ス
サ
ノ
ヲ
と
い
う
存
在
に
つ
い
て
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ホ
ナ
ム
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
（
↑
ミ
ア
ヒ
）
オ
キ
ツ
ク
シ
ヰ
ー
ヘ
ツ
ク
シ
ヰ
ー
ヌ
ナ
ガ
ハ
ヒ
メ
　
　
　
　
　
マ
ス
ラ
ガ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
ニ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
ー
キ
サ
カ
ヒ
メ
オ
ミ
ヅ
ノ
ー
ア
カ
ブ
ス
マ
イ
ヌ
オ
ホ
ス
ミ
ヒ
コ
サ
ワ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
　
　
　
　
ア
メ
ノ
ミ
ヵ
ッ
ヒ
メ
オ
ホ
ナ
ム
チ
ー
ア
ヂ
ス
キ
タ
カ
ピ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
　
　
　
　
　
ア
メ
ノ
ミ
カ
ヂ
ヒ
メ
　
　
　
　
　
オ
ホ
ナ
ム
チ
　
　
　
　
　
　
　
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↑
ツ
マ
ド
ヒ
）
カ
ミ
ム
ス
ヒ
ー
ア
ヤ
ト
ヒ
メ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
ー
マ
タ
マ
ッ
ク
タ
マ
ノ
ム
ラ
ヒ
メ
　
　
　
　
　
　
　
一
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↑
ツ
マ
ド
ヒ
）
　
　
　
　
　
オ
ホ
ナ
ム
チ
　
　
　
　
オ
ホ
ナ
ム
チ
　
　
　
　
　
　
ニ
ス
サ
ノ
ヲ
ー
ヤ
ノ
ワ
カ
ヒ
メ
　
　
　
　
オ
ホ
ナ
ム
チ
　
　
　
　
　
　
　
＝
ス
サ
ノ
ヲ
ー
ワ
カ
ス
セ
リ
ヒ
メ
（
↑
ツ
マ
ド
ヒ
）
（
↑
ツ
マ
ド
ヒ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
以
上
記
載
順
〉
　
　
　
＊
（
ミ
ァ
ヒ
）
（
ツ
マ
ド
ヒ
）
と
あ
る
の
は
婚
姻
謹
な
る
の
か
。
　
そ
こ
で
右
の
古
事
記
の
記
述
を
検
討
す
る
と
、
前
章
で
見
た
如
く
、
イ
ザ
ナ
キ
ー
ス
サ
ノ
ヲ
ー
オ
ホ
ナ
ム
チ
と
い
う
連
な
り
を
示
さ
な
い
事
に
、
記
紀
的
な
「
悪
役
ス
サ
ノ
ヲ
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
間
接
的
に
否
定
す
る
方
向
性
を
読
み
取
る
事
も
で
き
る
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
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こ
れ
は
次
回
で
論
ず
る
予
定
だ
が
、
右
の
事
と
表
裏
を
な
す
よ
う
に
、
出
雲
国
風
土
記
に
記
さ
れ
た
ス
サ
ノ
ヲ
の
姿
は
、
記
紀
に
見
る
如
き
「
悪
役
」
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は
遠
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
あ
る
い
は
出
雲
国
風
土
記
が
そ
の
「
悪
役
で
な
い
ス
サ
ノ
ヲ
」
と
い
う
立
場
に
拠
る
か
ら
に
は
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
ス
サ
ノ
ヲ
の
娘
を
ツ
マ
ド
ブ
と
い
う
伝
承
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
あ
り
の
ま
ま
に
録
し
て
支
障
は
な
か
っ
た
と
も
言
え
よ
う
し
、
何
よ
り
も
、
出
雲
国
風
土
記
で
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
ス
セ
リ
ヒ
メ
を
ツ
マ
ド
ブ
と
い
う
の
は
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
に
と
っ
て
、
数
多
く
の
ツ
マ
ド
ヒ
の
う
ち
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
わ
け
で
、
こ
の
記
事
が
、
記
紀
の
系
譜
に
見
る
よ
う
な
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
密
接
な
関
係
を
特
に
示
す
事
に
は
な
り
得
な
い
だ
ろ
う
。　
し
か
し
ま
た
一
方
で
、
も
し
古
事
記
な
い
し
古
事
記
的
な
伝
承
が
知
ら
れ
て
い
た
場
合
、
こ
の
風
土
記
記
事
に
記
さ
れ
た
三
神
の
名
称
の
組
み
合
わ
せ
が
、
先
に
引
用
し
た
如
き
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
根
の
国
訪
問
に
伴
う
ス
セ
リ
ビ
メ
と
の
婚
姻
潭
を
連
想
さ
せ
る
事
は
大
い
に
あ
り
得
た
だ
ろ
う
。
そ
の
場
合
に
風
土
記
の
立
場
か
ら
す
る
と
ど
う
当
面
の
問
題
に
関
わ
る
事
柄
と
し
て
次
の
二
点
を
指
摘
す
る
事
が
で
き
る
。
10
　
第
一
に
、
古
事
記
に
記
さ
れ
た
話
の
中
心
は
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
岳
父
た
る
ス
サ
ノ
ヲ
の
も
と
か
ら
神
宝
（
大
刀
・
弓
・
琴
）
を
将
来
し
、
ま
た
ス
サ
ノ
ヲ
に
よ
っ
て
、
葦
原
中
つ
国
の
王
者
た
る
事
を
保
証
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
っ
て
良
い
。
そ
し
て
第
二
に
、
こ
の
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
ス
セ
リ
ビ
メ
と
の
結
婚
と
い
う
の
は
、
同
じ
古
事
記
に
記
さ
れ
た
、
ス
サ
ノ
ヲ
か
ら
オ
ホ
ナ
ム
チ
に
至
る
系
譜
に
、
そ
ぐ
わ
な
い
面
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
章
で
見
た
よ
う
に
、
古
事
記
で
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
間
に
ヤ
シ
マ
シ
ヌ
ミ
か
ら
ア
メ
ノ
ブ
ユ
キ
ヌ
に
至
る
五
代
を
は
さ
ん
で
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
婚
姻
は
、
同
じ
一
柱
の
神
（
ス
サ
ノ
ヲ
）
の
六
代
後
の
子
孫
と
娘
と
の
結
婚
と
い
う
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
0
に
な
る
わ
け
で
、
い
か
に
神
代
の
事
と
は
言
っ
て
も
、
系
譜
の
面
で
不
自
然
さ
を
内
包
し
て
い
る
事
は
否
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
　
こ
れ
ら
の
事
か
ら
す
れ
ば
、
た
と
え
、
古
事
記
も
し
く
は
古
事
記
的
な
内
容
の
伝
承
が
知
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
出
雲
国
風
土
記
の
例
か
ら
し
て
、
「
ス
サ
ノ
ヲ
の
娘
ス
セ
リ
ヒ
メ
に
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
ツ
マ
ド
ブ
」
と
い
う
、
滑
狭
郷
に
伝
わ
っ
た
も
の
を
記
録
す
る
事
に
抵
抗
は
お
ぼ
え
な
い
で
す
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
三
神
の
名
が
古
事
記
の
伝
承
を
呼
び
起
こ
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
婚
姻
に
ま
つ
わ
る
内
容
は
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
を
国
土
の
王
者
と
認
め
る
事
に
関
わ
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
都
合
の
悪
か
ろ
う
は
ず
は
な
い
。
そ
し
て
同
時
に
、
ス
サ
ノ
ヲ
を
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
岳
父
で
あ
る
と
す
る
事
は
、
前
章
に
見
た
如
く
、
出
雲
に
と
っ
て
好
も
し
鰍
欝
慕
製
纏
ホ
ナ
ム
チ
に
至
る
系
、
帽
の
「
い
か
が
わ
し
さ
、
歪
自
ず
と
浮
き
彫
り
に
す
る
事
す
り
可
能
と
な
る
．
↓
　
以
上
に
見
た
如
く
、
出
雲
国
風
土
記
の
記
述
に
は
、
出
雲
に
と
っ
て
「
都
合
の
悪
い
事
柄
－
負
の
面
1
」
を
記
さ
な
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）
　
　
〔
本
稿
中
、
記
紀
の
訓
み
下
し
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
）
に
よ
っ
た
。
〕
注注注注注54321
「
大
国
主
」
を
は
じ
め
多
く
の
亦
名
が
あ
る
が
、
便
宜
上
、
全
て
オ
ホ
ナ
ム
チ
で
統
一
し
て
お
く
。
前
稿
、
P
5
～
P
6
日
本
書
紀
の
異
伝
に
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
別
の
系
譜
を
伝
え
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
ち
ら
は
以
後
の
話
の
展
開
と
は
無
関
係
に
な
る
。
『
出
雲
国
風
土
記
参
究
』
（
至
文
堂
）
一
書
第
一
に
は
「
五
世
の
孫
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ス
サ
ノ
ヲ
の
子
か
ら
数
え
て
の
事
だ
か
ら
、
六
世
と
同
じ
事
で
あ
る
。
注
6
　
風
土
記
編
纂
の
周
辺
に
い
た
人
々
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
記
紀
の
世
界
に
触
れ
て
い
た
か
は
不
明
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
言
　
　
い
回
し
を
し
て
お
く
。
以
下
同
じ
。
注
7
拙
稿
昊
孫
降
臨
神
話
の
担
う
も
の
」
『
学
習
院
女
子
短
期
大
学
紀
鑑
』
所
収
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X
注
8
　
日
本
書
紀
と
異
な
り
、
古
事
記
が
、
当
時
の
社
会
の
中
で
ど
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
た
か
不
明
な
点
が
多
い
の
で
、
古
事
記
に
だ
け
見
え
る
　
　
所
伝
の
扱
い
に
は
慎
重
を
要
す
る
。
注
9
　
旧
稿
（
「
日
本
神
話
に
お
け
る
出
雲
」
『
解
釈
と
鑑
賞
5
4
年
1
月
号
』
所
収
）
に
も
触
れ
て
い
る
。
注
1
0
　
記
紀
を
眺
め
る
と
、
古
事
記
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
系
譜
に
も
同
様
の
問
題
点
が
あ
る
。
一12一
